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１．はじめに 

 長崎県内の定置網やイカ釣りでは、冬季にスルメイカが主要な漁獲対象種となって

おり、延縄や一本釣りの餌としても利用されています。また、スルメイカなどの頭足

類は、これまでに海洋資源として利用されてきた多くの魚介類が減少に転じる中、近

年、それらの減少した資源を補完する海洋資源として国際的に注目されています 1)。 

 定置網とイカ釣りの漁獲方法については、それぞれに有利な点と不利な点がありま

す。定置網の場合には、沿岸域に漁具を敷設するので操業に要する燃油は少ないもの

の、敷設した漁場へのイカ魚群の来遊量が漁獲に大きく影響します。一方、イカ釣り

の場合には、イカ魚群の漁場形成に合わせて漁場を選択できるので、定置網よりも漁

獲量の変化は小さく抑えられますが、漁場への移動や操業中に使用する集魚灯の点灯

に要する燃油量は多くなります。 

 これまでの研究でイカの漁獲には、月や潮汐、風向、イカの資源量が影響している

ことが報告 2-5)されており、県内の定置網とイカ釣りの漁獲情報から両漁業の漁獲動向

と漁獲への影響について検討しましたので紹介します。 

 

２－１．検討に用いた漁獲データ 

 長崎県内のスルメイカの主要な漁場となる 5 地区の漁協のスルメイカの日々の水揚

げデータを集計しました。5 地区の漁協は、イカ釣りと定置網の両漁業がある 1 漁協

（対馬 A）とイカ釣り又は定置網のみがある 4 漁協（壱岐 B，壱岐 C，平戸 D，五島

E）に分かれ、5 漁協全体の月ごとのスルメイカ水揚げ量は冬季に増加し、1 月又は 2

月に最大となっています（図１）。 

解析対象とした 2009～2011 年の 3 年間の盛漁期（1～2 月）におけるそれぞれの漁

協のイカ釣りや定置網の操業隻数を表 1 に示します。漁獲量は、イカ箱の箱数から求

め、漁獲努力量には、日々のイカ釣り操業隻数と定置網操業数を用いました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 5 漁協におけるスルメイカ月別漁獲量 

 

表１ 解析に用いた漁獲データ 
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* 1～2月の日々の漁獲データを集計 
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２－２．解析方法 

スルメイカの漁獲への様々な環境要因の影響を検討するために、それぞれの地域に

おけるイカ釣りと定置網漁業の期待漁獲量を求める統計解析（一般化線形モデル解析

（Generalized Linear Models）, 以降では GLM 解析）を行いました。GLM 解析では、

期待漁獲箱数 Ciを以下のモデル式から推定しました。 

 

log (Ci) = ß0  +  ß 1月齢  +  ß 2 月満ち欠け  + ß 3 潮汐  

+  ß 4(月齢 x 潮汐)  +  ß 5風向  +  ß 6資源量  +  offset Ei (1) 

 

ここで、月齢は月の輝面積比で、新月を 0、満月を 1 として月齢の変化によって連

続的に変化します。月満ち欠けは、新月から満月までを「満ち」、満月から新月までを

「欠け」の２つの因子型変数としました。潮汐も因子型変数で、「大潮」、「中潮」、「小

潮」の 3 つに分類しました。また、イカ釣り漁船の操業中の漂流は、風向による影響

も受けるので、この影響を検討するため、風向を 4 つの因子型変数（北東, 南東, 南西, 

北西）に分類しました。資源量は各年の月ごとに異なるものと仮定し、6 つの因子（2009

年 1 月, 2009 年 2 月, 2010 年 1 月, 2010 年 2 月, 2011 年 1 月, 2011 年 2 月）に分類しま

した。なお、β0～β6は説明変数の係数です。Ei については日々の漁獲努力量（イカ釣

り操業隻数または定置網操業数）になり、漁獲努力量が大きいほど漁獲は増加すると

考えて、offset 項としてモデルに組み入れました。 

解析には、統計解析ソフト（R ver.2.12.1, MASS, glm.nb）を用いて係数の推定を行い

ました。また、それぞれの漁業の最適モデルは、以下の２つの指標を勘案・調整して、

選択しました。 

①実際の漁獲箱数に対し、推定された期待漁獲量がどの程度あてはまるのか？ 

②説明変数の少ないほど良いモデル 

  

３－１．漁獲動向と月齢，潮汐，風向の影響 

2009 年から 2011 年の冬季の漁期（1,2 月）に 5 漁協のイカ釣りと定置網で 827,589

箱のスルメイカが漁獲され、全季間の 5 漁協の全漁獲量の 59%を占めました。 

2009 年 1月には、スルメイカは北部の対馬 Aと壱岐 Bのイカ釣りで主に漁獲され、

対馬 A の定置網でも 1 月にスルメイカが漁獲されていますが、漁獲のピークは 2 月上

旬でした。そして、壱岐 C と平戸 D, 五島 E の定置網では 2 月中旬または下旬にかけ

て漁獲が多くなりました（図２）。このように、スルメイカの漁獲は北部のイカ釣りや



定置網で漁獲が始まり、その後南部の定置網において漁獲されています。2010 年 1 月

の漁獲動向は 2009 年に類似していましたが、2 月の中南部（平戸 D と五島 E）の定置

網ではわずかな漁獲に留まりました。2011 年には、6 つの漁業によるスルメイカの総

漁獲量は過去 2 年間に比べて多く、対馬 A と壱岐 B のイカ釣りは 2 月中旬まで漁獲

が続き、そのピークは 2 月上旬でした。定置網でも全体的にはスルメイカの漁獲量は

1 月から 2 月にかけて高レベルで推移し、対馬 A の定置網の漁獲量は 1 月下旬に低く

なりましたが、2 月中旬には再び大きな漁獲がみられました。壱岐 C，平戸 D，五島 E

の定置網では、1 月下旬から 2 月上旬に漁獲のピークがみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 6 漁業における日々の漁獲量の推移（2009～2011 年） 

 

A と B のイカ釣りの日々の漁獲は、新月に多く満月に近づくにつれて減少し、満月

から新月にかけて再び増加する月齢リズムが顕著にみられました（図３－１）。この傾

向は C，D，E の定置網でも同様にみられました。一方、A の定置網は、他の定置網や

イカ釣りの傾向と逆で、新月期に漁獲が減少し、満月期にかけて漁獲が増加していく

傾向がみられました。潮流による漁獲への影響は、D と E の定置網で認められ、小潮

時に漁獲量が増加しました。一方、その他の漁業では潮流に対する明確な漁獲変動は

みられませんでした（図３－２）。風向による漁獲の影響は、南向きの風の場合に C，

D，E の定置網で漁獲が減少しました（図３－３）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

図３－１月齢別漁獲量           図３－２潮汐別漁獲量  

 

 

 

                          箱ひげ図参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－３風向別漁獲量 



３－２．漁獲解析結果 

GLM 解析の結果、いずれの漁業でも月齢の影響が検出されました。各漁業の最適モ

デルは以下のとおりとなります。 

 

イカ釣り A: log (Ci) = ß0 + ß 1月齢 + ß 2 月満ち欠け + ß 5風向 +ß 6資源量 + log(Ei) 

イカ釣り B: log (Ci) = ß0+ ß 1月齢 + ß 2月満ち欠け + ß 5風向 + log(Ei)  

定置網 A: log (Ci) = ß0 + ß 1月齢 + ß 2月満ち欠け + ß 5風向 +ß 6資源量 + log(Ei) 

定置網 C: log (Ci) = ß0 + ß 1月齢 + ß 2月満ち欠け + ß 5風向 +ß 6資源量 + log(Ei) 

定置網  D: log (Ci) = ß0 + ß 1月齢 + ß 3潮汐 + ß 5風向 +ß 6資源量 + log(Ei) 

定置網  E: log (Ci) =ß0 + ß 1月齢 +ß 6資源量 + log(Ei) 

 

イカ資源量の変動による影響は B のイカ釣りでだけ検出されませんでした。定置網で

は、イカ資源量の影響が共通して検出されました。調査した地域の中で北部に位置す

る対馬 A，壱岐 B，壱岐 C の漁獲は、月の満ち欠けと風向の影響も受けていました。

さらに風向の影響は、イカ釣りでより大きな影響を受けていました。平戸 D の定置網

では、月齢と風向, 潮汐, 資源量の影響を受け、調査した地域の中で南部に位置する E

の定置網では、月齢と資源量のみの影響を受けていました。 

 

４．まとめ 

冬季のスルメイカを対象とした定置網とイカ釣り漁業には、漁獲量に月齢周期と考

えられる周期的な変化がみられました。また、定置網では月齢周期とともにイカ資源

量の多寡が漁獲に有意な影響を与えていました。すなわち、スルメイカ魚群を求めて

漁場を探索集魚して漁獲するイカ釣りとは対照的に、来遊してくる魚群を待ち受けて

漁獲する定置網では、漁場におけるイカ来遊量の多寡が漁獲量に大きく影響するもの

と考えられます。 

このように、定置網とイカ釣りでは、それぞれに有利な点と不利な点があり、冬季

のスルメイカ資源を合理的に利用するためには、生産方法（定置網とイカ釣り）の特

性と採算性、そして漁獲に影響する環境条件を総合的に検討していく必要があります。

例えば、数年前のように燃油価格が高騰した場合には、操業に要する燃油量が多いイ

カ釣りでは、操業経費が増大して赤字操業のリスクが高くなります。このような場合、

漁獲が少ないと見込まれる漁場環境下では、休漁することも漁業経営上の方策の一つ

として検討することができます。 



また、我々が資源動向を把握する場合には、単位漁獲努力当たりの漁獲量（CPUE）

を資源指標のひとつとして利用していますが、今回のイカ釣りや定置網の漁獲解析の

ように、それぞれの漁業における CPUE は、漁場環境の影響を受けているので、これ

らの影響を考慮することにより、これまでよりも精度の高い資源評価に繋がるものと

期待しています。 
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